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Excelで作成した機器表などに記載された値を図面上に配置されたレブロの要素のプロパティに読み込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1. 機器表の入力 
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レブロ要素とExcelファイルの関連付けの設定 

機器表の内容を読み込む図面「図面－機器表の入力(サンプル事務所).reb」を開きます。 

この図面のパッケージエアコンに機器表の内容を読み込みます。機器には機器番号が設定されています。 

 

対象の設定 

[ツール]タブ-[データリンク]をクリックしま

す。 

 

 

[データリンク]ダイアログが開きます。 

タイプの[新規]をクリックします。 

 

[タイプの追加]ダイアログが開きます。 

タイプ名を入力して[OK]をクリックします。 

 

[Excelファイルの選択]ダイアログが開きます。 

データを読み込むExcelファイル「機器表－機器

表の入力.xlsx」を選択し、[開く]をクリックしま

す。 

 

 

 

[Excelのセル位置指定]をクリックします。 

[Excelのセル位置指定]ダイアログが開き、選択

したExcelファイルの内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5 

1 

1 

2 
[新規]をクリック 

2 

3 3 

4 

4 

5 

Excelファイルの保存パスを指定します。 

・相対パス：Excelファイルの保存位置を、現在開いている図

面が格納されているフォルダからの相対位置で指定します。 

・絶対パス：Excelファイルの保存位置を、PC名やドライブを

起点として指定します。 
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Excelから値を読み込む対象要素を絞り込みま

す。 

[対象]の入力欄に「PAC」と入力します。 

 

[絞り込み対象]や[キーワード]で条件を絞ること

もできます。 

 

[絞り込み]をクリックします。 

 

部材検索が実行され、検索キーワードと一致した

部材が検索結果に表示されます。リストに表示さ

れた部材がデータリンクの対象となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目の追加 

図面上に配置した機器のプロパティ項目にない項目を追加します。 

 

[プロパティ項目]の[追加]をクリックします 

 

 

[追加するプロパティ項目]で[カテゴリ]、[プロ

パティ項目]を指定します。 

[カテゴリ]：部材情報 

[プロパティ項目]：冷房能力(kW) 

プロパティ項目は直接入力します。 

 

[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 

2 

6 

7 

6 7 

検索結果 

対象の台数 

1 

2 

Memo 

下記の[カテゴリ]を選択すると、プロパティ項目を直接入力できます。 

また、スポイトアイコン使用すると、Excelファイルのセルから文字を取得できます。 

・カスタム 

・部材情報 

・部材情報(BLCJ標準 仕様属性項目) 

・ハイパーリンク 

・イメージ 

・親の盤情報(2次側) 

・盤情報(1次側) 

Excelのセルから文字を

取得できます。 
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[プロパティ項目]が追加されます。 

 

同様に、以下の項目を追加します。 

[カテゴリ]：部材情報 

[プロパティ項目]：暖房能力(kW) 

ファン(kW) 

風量(㎥/min) 

液管/ガス管(mm) 

質量(kg) 

相 

電圧(V) 

動力(kW) 

メーカー型番 

操作方式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーの設定 

[プロパティ項目]の[キー]をクリックします。 

 

 

 

 

[キー]ダイアログで、Excelファイルの内容と、

レブロの機器器具の情報を紐づけするプロパティ

項目を選択します。 

[カテゴリ]：部材情報 

[プロパティ項目]：機器番号 

 

 

[OK]をクリックします。 

選択したプロパティ項目に[ ]のアイコンが表示

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Excelのデータと図面上

の機器を紐づけするプロ

パティ項目を指定 

3 

3 

1 

1 

2 

2 

3 

3 
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読み込む範囲の設定 

[Excelのセル位置指定]ダイアログで1つ目の要素のデータに該当する範囲を選択し、[基準範囲の確定]を

クリックします。基準となる範囲(濃いピンク色の枠)が確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薄いピンク色の枠上のハンドルをドラッグし、データが繰り返す範囲(薄いピンク色の枠)を指定します。  

ここで決められた範囲内のデータが、レブロの要素に読み込む対象となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 

2 

ドラッグで囲む 

(C9～Y17) 

ハンドルをドラッグ 

2 

1 
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セルにプロパティ項目を割り当て 

基準となる範囲内のセルに対し、図面上の機器のプロパティ項目を割り当てます。 

 

「値のセルを指定」を選択します。 

 

 

[プロパティ項目]でレブロの要素と関連付ける 

プロパティの項目を指定します。 

[カテゴリ]：部材情報 

[項目名]：機器番号 

 

[セル位置]のセルをクリックし、スポイトアイコ

ンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロパティとリンクさせるセル(C9)をクリックします。 

基準範囲内の選択したセルが青色枠で囲われ、相対位置が同じピンク色枠内のセルが水色枠で囲われます。 

 

 

 

 

 

  

2 

1 
1 

クリック 

2 

3 

3 
セルを指定 
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その他のセルも同様に指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 カテゴリ 項目名 

 部材情報 機器番号 

 部材情報 名称 

 部材情報 型番 

 部材情報 冷房能力(kW) 

 部材情報 暖房能力(kW) 

 部材情報 ファン(kW) 

 部材情報 風量(㎥/min) 

 部材情報 液管/ガス管(mm) 

 部材情報 質量(kg) 

 

 

 

 

 

番号 カテゴリ 項目名 

 部材情報 相 

 部材情報 電圧(V) 

 部材情報 動力(kW) 

 部材情報 メーカー名 

 部材情報 メーカー型番 

 

  

Memo 

プロパティ項目はまとめて選択し、まとめてセル位置を指定することもできます。 

 

    

4-4 

4-5 

4-6 

4-7 

4-8 

4-9 

4-1 

4-2 

4-3 

4-10 

4-11 

4-12  

4-13 

4-14 

 

4-11 

4-12 

4-13 

 
4-14 

 

4-10 

スポイトで1つめのセルを選択後、 

指定する方向を指定します。 
Shift+PgDnなどでまとめ

て選択できます。 

4-1 4-2 

4-3 

4-4 

4-7 

4-8 

4-9 

 

4-5 

 4-6 

4 
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値変換 

Excel上の値を変換して機器のプロパティ項目を割り当てます。 

 

セルの指定方法は、「値のセルを指定(値変換)」

を選択します。 

 

[プロパティ項目]の「操作方式」を選択します。 

 

 

 

プロパティが記入されているセル(K9～L9)を選

択し、[セル枠の確定]をクリックします。 

 

 

 

 

[値変換設定]ダイアログが開きます。 

[編集]をクリックします。[編集]ダイアログの

[レブロ]項目に変換する文字を入力し、[OK]を

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[追加]をクリックし、その他の変換方法を設定し

ます。 

[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Memo 

[追加]横の[▼]を選択し、[Excelから取得]を

クリックすると、Excel上のセルのデータを取

得して[値変換設定]のリストに追加できます。 

1 

2 

4 

5 

3 

1 

2 

3 

セルを指定 

4 

Excel上の値 

機器に割り当てる 

プロパティ項目の値 

5 

置換する文字列を

入力します。 
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セル枠をすべて設定後、[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Excelから読み込み 

[「Excelのセル位置指定」と同じファイルを使用

する]にチェックを入れ、[Excelから読み込み]を

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6 

6 

1 

1 

チェックを入れると、[Excelのセル位置指定]で 

選択したファイルを参照して情報を読み込みます。 

チェックを外すと、参照するファイルを指定して 

情報を読み込みます。 
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プロパティ項目が設定された要素の数が表示され

ます。 

 

[OK]をクリックします。 

 

 

指定した機器にプロパティ項目が設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2 

3 

2 

3 

データリンクでプロパティ項目を追加

した要素には、[カスタムプロパティ]に

[データリンク更新日]と[データリンク

更新ファイル]が追加されます。 
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図面上の機器のプロパティ情報を、機器表のフォーマットが入ったExcelファイルまたはCSVファイルに出力

します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

2. 機器表の出力 
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レブロ要素とExcelファイルの関連付けの設定 

プロパティ情報を出力する図面「図面－機器表の出力(サンプル事務所).reb」を開きます。 

 

対象の設定 

[ツール]タブ-[データリンク]をクリックしま

す。 

 

 

[データリンク]ダイアログが開きます。 

[タイプ]の[新規]をクリックします。 

 

[タイプの追加]ダイアログが開きます。 

タイプ名を入力し、[OK]をクリックします。 

 

 

[Excelファイルの選択]ダイアログが開きます。 

データを出力するExcelファイル「機器表－機器

表の出力.xlsx」を選択し、[開く]をクリックしま

す。 

 

 

 

[Excelのセル位置指定]をクリックします。 

[Excelのセル位置指定]ダイアログが開き、選択

したExcelファイルの内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 

2 

3 

4 

5 

1 

2 

[新規]をクリック 

3 

4 

5 
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Excelから値を読み込む対象要素を絞り込みま

す。 

[対象]の入力欄に「PAC」と入力します。 

 

[絞り込み対象]や[キーワード]で条件を絞ること

もできます。 

 

[絞り込み]をクリックします。 

 

部材検索が実行され、検索キーワードと一致した

部材が検索結果に表示されます。リストに表示さ

れた部材がデータリンクの対象となります。 

 

 

 

⚫ 補足説明 

[データリンク]ダイアログの[編集]より、既存のタイプを複写してタイプを作成できます。 

 

 

項目の追加 

[台数]や[基準フロア]の項目を追加します。 

 

[プロパティ項目]の[追加]をクリックします。 

 

 

[追加するプロパティ項目]で[カテゴリ]、[プロ

パティ項目]を指定します。 

[カテゴリ]：フロアと高さ 

[プロパティ項目]：基準フロア 

 

[OK]をクリックします。 

 

  

6 

7 

検索結果 

対象の台数 

6 7 

2 

2 

1 

1 

複写するタイプを選択 

タイプ名を入力 
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⚫ 補足説明 

[一覧から追加]で絞り込んだ要素のプロパティ項目から選択した項目をまとめて追加することもできま

す。 

 

[プロパティ項目]が追加されます。 

 

同様に、以下の項目を追加します。 

[カテゴリ]：スペース 

[プロパティ項目]：部屋 

 

[カテゴリ]：プロパティ以外の項目 

[プロパティ項目]：台数  

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

照明器具の配光データに含まれる姿図や、[ツール]タブ-[イメージ]で要素に登録した画像をデータリンク

で出力することができます。また、要素タイプ「機器・器具」の要素は、画像の登録がない場合も、要素

が持っているイメージをデータリンクで出力することができます。 

 

照明器具の配光データに含まれる姿図、要素に登録された画像 

 

 

 

 

 

 

  

3 

3 

Memo 

「台数」や「盤の分類」、機器のイメージの「平

面」や「正面」などプロパティにない項目は、

[プロパティ以外の項目]または[プロパティ以外の

項目(イメージ)]から選択します。 
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機器器具のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※機器器具のイメージでは、[機器器具の配置]ダイアログの[プレビュー]タブの内容が出力されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリ[イメージ]または[プロパティ以外の項目(イメージ)]の項目をセル位置指定する時、[画像の設

定]ダイアログで画像のサイズ、解像度、色を設定できます。 
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キーの設定 

[プロパティ項目]の[キー]をクリックします。 

 

 

 

 

[キー]ダイアログで、Excelファイルの内容と、

レブロの機器器具の情報を紐づけするプロパティ

項目を選択します。 

[カテゴリ]：部材情報 

[プロパティ項目]：機器番号 

 

 

[OK]をクリックします。 

選択したプロパティ項目に[ ]のアイコンが表示

されます。 

 

 

 

 

  

1 

3 

2 

 

 

3 

2 Excelのデータと図面上

の機器を紐づけするプロ

パティ項目を指定 

1 

 



 

 

－18－ 

読み込む範囲の設定 

[Excelのセル位置指定]ダイアログで1つ目の要素のデータに該当する範囲を選択し、[基準範囲の確定]を

クリックします。基準となる範囲(濃いピンク色の枠)が確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薄いピンク色の枠上のハンドルをドラッグし、データが繰り返す範囲(薄いピンク色の枠)を指定します。  

ここで決められた範囲内に、レブロの要素のプロパティ情報を読み込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Memo 

連続していない位置に表の続きがある場合は、[+]をクリックすると、

離れた位置に枠の位置を指定することができます。 

 

 

1 

2 

ドラッグで囲む

(C9～Y17) 
1 

2 

ハンドルをドラッグ 
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セルにプロパティ項目を割り当て 

既存の項目を割り当て 

「値のセルを指定」を選択します。 

 

 

[プロパティ項目]でExcelに出力するプロパティ

の項目を指定します。 

[カテゴリ]：部材情報 

[項目名]：機器番号 

 

[セル位置]のセルをクリックし、スポイトアイコ

ンをクリックします。 

 

 

 

プロパティを記入するセル(C9)をクリックします。 

基準範囲内の選択したセルが青色枠で囲われ、相対位置が同じピンク色枠内のセルが水色枠で囲われます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

2 

1 1 

2 

3 
セルを指定 

3 

クリック 
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その他のセルも同様に指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

番号 カテゴリ 項目名 

 部材情報 機器番号 

 部材情報 名称 

 部材情報 型番 

 部材情報 冷房能力(kW) 

 部材情報 暖房能力(kW) 

 部材情報 ファン(kW) 

 部材情報 風量(㎥/min) 

 部材情報 液管/ガス管(mm) 

 部材情報 質量(kg) 

番号 カテゴリ 項目名 

 部材情報 相 

 部材情報 電圧(V) 

 部材情報 動力(kW) 

 プロパティ以外

の項目 
台数 

 サイズとルート 基準フロア 

 スペース 部屋 

 部材情報 メーカー名 

 部材情報 メーカー型番 

4-1 4-2 4-3 

4-4 

4-5 

4-6 

4-7 

4-8 

4-9 

4-1 

4-2 

4-3 

4-4 

4-5 

4-6 

4-7 

4-8 

4-9 

4-12 4-13 4-14 4-10 

4-11 

4-13 

4-14 

4-11 

4-12 

4-10 

4-15 

4-16 

4-17 

4-15 

4-16 

4-17 

4 
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固定文字のセルを指定 

項目名を直接記入する場合は、該当のセル(E9)を

選択し、セルの指定方法から[固定文字のセルを

指定]を選択します。 

 

[セル枠の確定]をクリックします。 

 

基準範囲内の選択したセルが緑枠で囲われ、相対

位置が同じピンク色枠内のセルが黄緑枠で囲われ

ます。 

 

 

項目名を入力します。 

 

 

 

 

その他のセルも同様に入力します。 

 

  

2 

3 

1 

セルを指定 

3 

1 2 
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値変換 

Excel上の値を変換して機器のプロパティ項目を割り当てます。 

 

セルの指定方法は、「値のセルを指定(値変換)」

を選択します。 

 

[プロパティ項目]の「操作方式」を選択します。 

 

 

 

プロパティを記入するセル(K9～L9)を選択し、

[セル枠の確定]をクリックします。 

 

 

 

 

 

[値変換設定]ダイアログが開きます。 

[編集]をクリックします。[編集]ダイアログで

Excelの値の組み合わせと[レブロ]項目に変換す

る文字を入力し、[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[追加]をクリックし、その他の変換方法を設定し

ます。 

設定後、[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

  

5 

Excelに出力する値 

 

 

 

 

 

機器のプロパティ項目の値 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

2 

4 

5 

3 

1 

3 

2 

セルを指定 

4 
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セル枠をすべて設定後、[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6 

6 
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Excelに保存 

[Excelに保存]をクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[名前を付けて保存]ダイアログが開きます。 

保存場所を指定して、[保存]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

プロパティ情報がExcelに出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 

2 

3 

1 

2 

3 
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⚫ 補足説明 

[Excelに保存]、[レブロに表を貼り付け]を行う際に、[保存対象]を「すべて」か「キーが一致する項目の

み」かを指定します。 

「すべて」では、絞り込みをしたすべての要素を出力します。 

「キーが一致する項目のみ」では、[Excelのセル位置指定]で指定したExcelファイルに記入されている 

キーの値が一致する要素のみ出力します。 

 

 

 

 

 

 

「すべて」を選択した場合の出力順は、[Excelのセル位置指定]ダイアログの[出力順]でプロパティ項目を

指定して設定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力順は「昇順」「降順」のほか、フロアや部屋など順番の設定をもつプロパティ項目の場合は「設定

順」を選択できます。 

複数のプロパティ項目を設定した場合、[出力順]ダイアログで上にある項目が優先されます。 

何も指定しない場合、キーに指定したプロパティ項目を基準に昇順で出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

機器番号がキーの場合、機器番号の

数字順で出力されます。 
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図面上にある衛生器具のフロア、部屋ごとの台数を衛生器具表のフォーマットが入ったExcelファイル

またはCSVファイルに出力します。部屋は、[ツール]タブ-[部屋]で範囲を指定して作図し、機器を部

屋の中に配置しておきます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.衛生器具表の出力 
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レブロ要素とExcelファイルの関連付けの設定 

衛生器具表を出力する図面「図面－衛生器具表の出力(サンプル事務所).reb」を開きます。 

この図面の機器器具には部屋名が設定されています。 

 

対象の設定 

[ツール]タブ-[データリンク]をクリックしま

す。 

 

 

[データリンク]ダイアログが開きます。 

タイプの[新規]をクリックします。 

 

[タイプの追加]ダイアログが開きます。 

タイプ名を入力し、[OK]をクリックします。 

 

[Excelファイルの選択]ダイアログが開きます。 

データを出力するExcelファイル「器具表－衛生

器具表の出力.xlsx」を選択し、[開く]をクリック

します。 

 

 

 

[Excelのセル位置指定]をクリックします。 

[Excelのセル位置指定]ダイアログが開き、選択

したExcelファイルの内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 

2 

3 

4 

5 

2 

3 

4 

5 

1 

[新規]をクリック 
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Excelに値を保存する対象要素を絞り込みます。 

衛生器具のみ絞り込みます。 

[絞り込み対象]をクリックします。 

 

[絞り込み対象]から、[レイヤー]タブの[汎用]-

[衛生器具]、[要素(検索)]タブの[機器・器具]に

チェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[絞り込み]をクリックします。 

 

部材検索が実行され、絞り込み対象と一致した部

材が検索結果に表示されます。 

リストに表示された部材がデータリンクの対象と

なります。 

  

 

 

 

 

 

  

6 

8 

7 

6 

7 7´ 

8 

検索結果 

対象の台数 
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キーの設定 

[プロパティ項目]の[キー]をクリックします。 

 

 

 

 

[キー]ダイアログの[編集]をクリックし、Excel

ファイルの内容とレブロの機器器具の情報を紐づ

けするプロパティ項目を選択します。 

[カテゴリ]：部材情報 

[プロパティ項目]：名称 

 

 

[OK]をクリックします。 

選択したプロパティ項目に[ ]のアイコンが表示

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み込む範囲の設定 

[Excelのセル位置指定]ダイアログで1つ目の要素のデータに該当する範囲を選択し、[基準範囲の確定]を

クリックします。 基準となる範囲(濃いピンク色の枠)が確定します。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

Excelのデータと図面上

の機器を紐づけするプロ

パティ項目を指定 

1 

 

1 

1 

1 

ドラッグで囲む

(B9～X9) 

3 

2 

 

2 

3 
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薄いピンク色の枠上のハンドルをドラッグし、データが繰り返す範囲(薄いピンク色の枠)を指定します。  

ここで決められた範囲が、1シート分のデータ出力範囲です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2 

ハンドルをドラッグ 
2 
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セルにプロパティ項目を割り当て 

既存の項目を割り当て 

「値のセルを指定」を選択します。 

 

 

[プロパティ項目]でExcelに出力するプロパティ

の項目を指定します。 

[カテゴリ]：部材情報 

[項目名]：名称 

 

[セル位置]のセルをクリックし、スポイトアイコ

ンをクリックします。 

 

項目を出力するセル(B9)をクリックします。 

基準範囲内の選択したセルが青色枠で囲われ、相

対位置が同じピンク色枠内のセルが水色枠で囲わ

れます。 

 

その他のセルも同様に指定します。 

 

 

番号 カテゴリ 項目名 

 部材情報 名称 

 部材情報 型番 

 部材情報 付属品 

 

 

器具数のセルを指定 

「器具数のセルを指定」を選択します。 

部屋ごとに台数を出力することができます。 

 

「器具数のセルを指定」横の[▼]をクリックし、

[フロアの指定]、[図面から部屋・フロアを取得

する]にチェックを入れます。 

 

 

  

2 

1 

2 

1 

3-1 3-3 3-2 

3 

3-1 

3-2 

3-3 

クリック 

3 
セルを指定 

1 

1 

Memo 

[フロアの指定]にチェックを入れると、部屋と併せてフロアごと

に出力できます。 

[図面から部屋・フロアを取得する]にチェックを入れると、出力

する要素から部屋名やフロアを取得して出力できます。 
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器具数を出力するセル(E9～X9)を選択し、[セル枠の確定]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑色の枠と黄緑色の枠が表示されます。緑色の枠でフロア、黄緑色の枠で部屋名を入力するセルを指

定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

フロアと部屋名の枠は、枠上にカーソルを合わせて左ドラッグで移動できます。 

 

 

 

  

2 

3 

2 

ドラッグで囲む 

(E9～X9) 

フロアの指定 

部屋名の指定 
3 

左ドラッグ 
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セル枠をすべて設定後、[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Excelに保存 

[Excelに保存]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[名前を付けて保存]ダイアログが開きます。 

ファイル名を設定し、任意の場所に保存します。 

 

 

図面上にある衛生器具のフロア、部屋ごとの台数

がExcelに出力されます。 

 

 

 

 

  

4 

2 

3 

3 

1 

1 

4 
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図面上にあるダンパーの情報から、ダンパー発注表のフォーマットが入ったExcelファイルまたはCSVファ

イルに出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.ダンパー発注表の出力 4.ダンパー発注表の出力 
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レブロ要素とExcelファイルの関連付けの設定 

ダンパー発注表を出力する図面「図面-ダンパー発注表の出力(サンプル機械室).reb」を開きます。 

この図面では、ダンパーの[カスタムプロパティ]に、[空調系統]、[ダンパー番号]、[摘要]、[ダンパー発

注状態]の項目を追加し、値を設定しています。 

[ダンパー発注状態]が「未発注」のダンパー情報をExcelで出力します。 

 

対象の設定 

[ツール]タブ-[データリンク]をクリックしま

す。 

 

 

[データリンク]ダイアログが開きます。 

タイプの[新規]をクリックします。 

 

[タイプの追加]ダイアログが開きます。 

タイプ名を入力し、[OK]をクリックします。 

 

 

[Excelファイルの選択]ダイアログが開きます。 

データを出力するExcelファイル「発注表－ダン

パー発注表の出力.xlsx」を選択し、[開く]をク 

リックします。 

 

 

 

[Excelのセル位置指定]をクリックします。 

[Excelのセル位置指定]ダイアログが開き、選択

したExcelファイルの内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 

2 

3 

4 

5 

1 

2 

3 

4 

5 

[新規]をクリック 
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Excelに値を保存する対象要素を絞り込みます。 

ここでは、[対象]の入力欄に「未発注」と入力し

ます。 

 

絞り込むキーワードを指定します。 

[キーワード]をクリックし、[カスタムプロパ 

ティ]にチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絞り込み対象をフロアやレイヤー、要素で指定し

ます。 

[絞り込み対象]をクリックし、[要素(検索)]タブ

の[ダクト]にチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[絞り込み]をクリックします。 

 

部材検索が実行され、検索キーワードと一致した

部材が検索結果に表示されます。リストに表示さ

れた部材がデータリンクの対象となります。 

 

  

6 

7 

9 

8 

6 

7 

8 

検索結果 

9 

対象の台数 

Memo 

カスタムプロパティは要素が持つプロパティと

は別に任意で追加できるプロパティ項目です。 

[ツール]タブ-[追加]より設定できます。 

 
 
 
 
 
 
 

追加方法についてはテクニカルガイド「カスタ

ムプロパティ・進捗管理」をご確認ください。 

https://www.nyk-systems.co.jp/support/technicalguide
https://www.nyk-systems.co.jp/support/technicalguide
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項目の追加 

発注表に出力するプロパティ項目を追加します。 

 

[プロパティ項目]の[一覧から追加]をクリックし

ます。 

 

[プロパティの選択]ダイアログで以下の項目を選

択します。 

 

[共通]：名称 

[カスタム]：空調系統 

[カスタム]：ダンパー番号 

[カスタム]：摘要 

[用途]：用途 

[フロアと高さ]：基準フロア 

[サイズとルート]：サイズW 

[サイズとルート]：サイズH 

[ダクト形状]：L(長さ) 

[ダクト形状]：名称 

[スペース]：部屋 

 

[OK]をクリックします。 

 

[プロパティ項目]が追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3 

2 

1 

2 

3 

1 
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キーの設定 

[プロパティ項目]の[キー]をクリックします。 

 

 

 

[キー]ダイアログの[編集]をクリックし、Excel

ファイルの内容とレブロの機器器具の情報を紐づ

けするプロパティ項目を選択します。 

[カテゴリ]：カスタム 

[プロパティ項目]：ダンパー番号 

 

 

 

[OK]をクリックします。 

選択したプロパティ項目に[ ]のアイコンが表示

されます。 

 

 

 

 

読み込む範囲の設定 

[Excelのセル位置指定]ダイアログで1つ目の要素のデータに該当する範囲を選択し、[基準範囲の確定]を

クリックします。基準となる範囲(濃いピンク色の枠)が確定します。 

  

3 

1 

1 

1 

ドラッグで囲む

(A12:13～P12:13) 

 
1 

Excelのデータと図面上

の機器を紐づけするプロ

パティ項目を指定 

2 

2 

3 
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薄いピンク色の枠上のハンドルをドラッグし、データが繰り返す範囲(薄いピンク色の枠)を指定します。  

ここで決められた範囲が、1シート分のデータ出力範囲です。 

  

2 

2 

ハンドルをドラッグ 
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セルにプロパティ項目を割り当て 

「値のセルを指定」を選択します。 

 

 

[カテゴリ]、[項目名]でExcelに出力するプロパ

ティ項目を指定します。 

[カテゴリ]：カスタム 

[項目名]：ダンパー番号 

 

[セル位置]のセルをクリックし、スポイトアイコ

ンをクリックします。 

 

項目を出力するセル(A12～13)を選択します。 

基準範囲内の選択したセルが青色枠で囲われ、相

対位置が同じピンク色枠内のセルが水色枠で囲わ

れます。 

 

その他のセルも同様に指定します。 

 

 

 

 

 

番号 カテゴリ 項目名 

 カスタム ダンパー番号 

 フロアと高さ 基準フロア 

 カスタム 空調系統 

 スペース 部屋 

 用途 用途 

 共通 名称 

 カスタム 摘要 

 ダクト形状 名称 

 サイズとルート サイズW 

 サイズとルート サイズH 

 ダクト形状 L(長さ) 

  

3-1 

3-2 

3-3 

3-4 

3-5 

3-6 

3-7 

3-8 

3-9 

3-10 

3-11 

3-1 3-3 3-4 3-5 3-6 3-7 3-8 

3-9 

3-2 

3-10 

3-11 

3 

2 

2 

1 
1 

クリック 

3 

セルを指定 
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セル枠をすべて設定後、[OK]をクリックします。 

 

  

4 

4 
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Excelに保存 

[Excelに保存]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[名前を付けて保存]ダイアログが開きます。 

ファイル名を設定し、任意の場所に保存します。 

 

 

図面上にあるダンパーの情報を基に、ダンパー発

注表がExcelに出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2 

3 

3 

1 

1 
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図面上にある弁の情報から、弁リストのフォーマットが入ったExcelファイルまたはCSVファイルに出力し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.弁リストの出力 

あとで直す 
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レブロ要素とExcelファイルの関連付けの設定 

弁リストを出力する図面「図面－弁リストの出力(サンプル機械室).reb」を開きます。 

この図面では、弁の[カスタムプロパティ]に、[空調配管系統]の項目を追加し、値を設定しています。 

 

対象の設定 

[ツール]タブ-[データリンク]をクリックします。 

 

 

 

[データリンク]ダイアログが開きます。 

タイプの[新規]をクリックします。 

 

[タイプの追加]ダイアログが開きます。 

タイプ名を入力し、[OK]をクリックします。 

 

[Excelファイルの選択]ダイアログが開きます。 

データを出力するExcelファイル「機器表－弁リ

ストの出力.xlsx」を選択し、[開く]をクリックし

ます。 

 

 

 

 

[Excelのセル位置指定]をクリックします。 

[Excelのセル位置指定]ダイアログが開き、選択

したExcelファイルの内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2 

3 

4 

5 

4 

3 

5 

1 

1 

2 

[新規]をクリック 
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Excelに値を保存する対象要素を絞り込みます。 

 

[絞り込み対象]から、[要素(検索)]タブ-[配管]-

[弁類]にチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[絞り込み]をクリックします。 

 

部材検索が実行され、絞り込まれた部材が検索結

果に表示されます。リストに表示された部材が 

データリンクの対象となります。 

 

 

 

 

項目の追加 

弁リストに出力するプロパティ項目を追加します。 

 

[プロパティ項目]の[追加]をクリックします。 

 

 

[追加するプロパティ項目]で[カテゴリ]、[プロパ

ティ項目]を指定します。 

 

[カテゴリ]：カスタム 

[プロパティ項目]：空調配管系統 

 

[OK]をクリックします。 

 

  

6 

7 

6 

7 

2 

1 

2 

1 

検索結果 

対象の台数 
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[プロパティ項目]が追加されます。 

 

同様に、以下の項目を追加します。 

[カテゴリ]：用途 

[プロパティ項目]：用途 

 

[カテゴリ]：サイズとルート 

[プロパティ項目]：サイズ 

 

[カテゴリ]：部材情報 

[プロパティ項目]：略号 

 

[カテゴリ]：プロパティ以外の項目 

[プロパティ項目]：台数 

 

 

 

 

キーの設定 

[プロパティ項目]の[キー]をクリックします。 

 

 

 

 

[キー]ダイアログの[編集]をクリックし、 

Excelファイルの内容とレブロの機器器具の情報

を紐づけするプロパティ項目を選択します。 

[カテゴリ]：カスタム 

[プロパティ項目]：空調配管系統 

 

 

 

キーが1つだけではレブロの要素とExcelの項目を

紐づけることができない場合、キーを複数設定し

ます。優先順位の高い順に指定します。 

 

[追加」をクリックします。 

 

  

Excelのデータと図面上

の機器を紐づけするプロ

パティ項目を指定 

3 

3 

1 

3 

 

3 

 

1 

2 

 

2 
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同様に、以下の項目を追加します。 

[カテゴリ]：用途 

[プロパティ項目]：用途 

 

[カテゴリ]：部材情報 

[プロパティ項目]：略号 

 

[カテゴリ]：サイズとルート 

[プロパティ項目]：サイズ 

 

 

[OK]をクリックします。 

選択したプロパティ項目に[ ]のアイコンが表示

されます。 

 

 

 

 

 

読み込む範囲の設定 

[Excelのセル位置指定]ダイアログで1つ目の要素のデータに該当する範囲を選択し、[基準範囲の確定]を

クリックします。基準となる範囲(濃いピンク色の枠)が確定します。 

 

  

1 
ドラッグで囲む

(B4～G4) 

4 

 

4 

 

1 

順番を入れ替える

ことができます。 
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薄いピンク色の枠上のハンドルをドラッグし、データが繰り返す範囲(薄いピンク色の枠)を指定します。  

ここで決められた範囲が、1シート分のデータ出力範囲です。 

 

  

2 

2 

ハンドルをドラッグ 
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セルにプロパティ項目を割り当て 

「値のセルを指定」を選択します。 

 

[カテゴリ]、[項目名]でExcelに出力するプロパ 

ティ項目を指定します。 

[カテゴリ]：カスタム 

[項目名]：空調配管系統 

 

[セル位置]のセルをクリックし、スポイトアイコ

ンをクリックします。 

 

項目を出力するセル(B4)を選択します。 

基準範囲内の選択したセルが青色枠で囲われ、相

対位置が同じピンク色枠内のセルが水色枠で囲わ

れます。 

 

その他のセルも同様に指定します。 

 

 

 

番号 カテゴリ 項目名 

 カスタム 空調配管系統 

 用途 用途 

 部材情報 略号 

 部材情報 名称 

 サイズとルート サイズ 

 プロパティ以外の項目 台数 

 

セル枠をすべて設定後、[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 

2 

1 

2 

3-1 

3-2 

3-3 

3-4 

3-5 

3-6 

3 

4 

3 

セルを指定 

3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-6 

4 

 

クリック 



 

 

－50－ 

Excelに保存 

[Excelに保存]をクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[名前を付けて保存]ダイアログが開きます。 

ファイル名を設定し、任意の場所に保存します。 

 

 

図面上にある弁類の情報を基に、弁リストが

Excel出力されます。 

 

 

 

 

 

 

2 

3 

3 

1 

1 


